
2026年 8月 17日 

大阪経済記者クラブ会員各位 

一般社団法人関西経済同友会 

公益社団法人関西経済連合会 

 

「関西財界セミナー賞２０２７」の公募について 

 
関西経済連合会と関西経済同友会は、「関西において、優れた技術やビジネスモデルを 

持ち、独自性を生かして関西の活性化に貢献している企業・団体・個人など」を表彰する    
「関西財界セミナー賞２０２７」の公募を本日から開始いたします。 

本賞は２００５年に創設され、今回で２３回目となります※。９月２５日の公募期間終了後、

選考を行い、２０２７年２月に開催予定の第６５回関西財界セミナーの中で受賞者の発表
と表彰を行う予定です。  

※ 輝く女性賞は２００９年の創設、今回で１９回目の表彰 

＜関西財界セミナー賞２０２７公募概要＞ 

１．表彰対象と要件 

（１）表彰対象 

・関西２府８県※で事業活動を行う企業・団体・個人等。 

        ※ 福井、三重、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山、鳥取、徳島 

・本社の所在地、企業・団体規模の大小、自薦・他薦 は問いません。 

（２）表彰要件 

① 独自の経営や技術、ビジネスモデルなどによって業績をあげていること。 

      ※直近３年の業績(経常利益)も参考にする。 

② 新規事業等により関西経済の発展、関西のイメージアップに貢献していること。 

 または、社会的活動を通じ、地域社会に貢献していることなど。 

２．表彰内容  

・大 賞・・・・表彰要件①に該当する、最も優れた企業、１件 

・特別賞・・・・表彰要件①または②に該当する優れた企業・団体・個人、２件以内 

・輝く女性賞・・表彰要件①または②に該当する活躍が著しい女性、または、 

女性の活躍を支援する企業・団体・個人、３件以内 

３．応募方法 

別紙の推薦用紙に必要事項をご記入のうえ、９月２５日(金)までに、 

下記宛先までメールにてご応募ください。 

※推薦用紙は、以下のホームページからダウンロードできます。 

（http://www.kankeiren.or.jp/project/cat62/） 

 
○応募先 メール： zaisemishou@kankeiren.or.jp 

以  上 

 

【添付資料】①「関西財界セミナー賞 2027」募集のご案内 ②推薦用紙 

③ 参考：第 64回関西財界セミナー報告書（抄） 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関西経済同友会・関西経済連合会共催  

関西財界セミナー賞２０２７ 募集のご案内 

＜関西財界セミナーとは＞ 

1963年以来、毎年 2月に関西の企業経営者が一堂に会し、国、地域、企業経営のあり方を議論するセミナー。 

企業経営者のみならず、外資系企業、在日公館、大学、自治体など幅広い分野の方々約 500名が参加している。 

関西財界セミナー賞は、関西全体の競争力強化や地域の活性化に寄与することを目的 

として 2005年に創設され、今回で 23回目となります※。 

同賞は、「関西において、優れた技術やビジネスモデルを持ち、独自性を生かして関西の

活性化に貢献している企業・団体・個人など」を公募し、選考のうえ、2027 年２月に開催   

予定の第 65回関西財界セミナーの中で受賞者を発表、表彰するものです。国内外の政治・

経済情勢が先行き不透明な中、関西経済の発展や地域社会に貢献されている皆様の活動に

光を当て、関西に元気と勇気を届けることができれば幸いです。自薦、他薦は問いません。

多くの皆様からの積極的なご応募をお待ちしております。※輝く女性賞は2009年の創設、今回で 19回目の表彰 

＜大    賞＞ 大阪市高速電気軌道㈱ 

＜特 別 賞＞ アドベンチャーワールド 

        ㈱小田垣商店 

クオリプス㈱ 

＜輝く女性賞＞ ㈱With Midwife 代表取締役 岸畑 聖月 氏 

トレジェムバイオファーマ㈱ 代表取締役社長 喜早 ほのか 氏 

(一社)暮らしの学校農楽 代表理事 木村 尚子 氏 

          ㈱Stroly 代表取締役社長 髙橋 真知 氏 

西垣靴下㈱ 

前回の受賞者 

※関西財界セミナー賞２０２６ 贈呈式より 

大賞 贈呈の様子 

輝く女性賞 贈呈の様子 

特別賞 贈呈の様子 



 

 

― 募集要項 ― 

１．表彰対象と要件 

（1）表彰対象 

・関西２府８県（※）で事業活動を行う企業・団体・個人等。 
  ※福井、三重、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山、鳥取、徳島 各県 

・本社の所在地、企業・団体規模の大小、自薦・他薦 は問いません。 
 

（2）表彰要件 

① 独自の経営や技術、ビジネスモデルなどによって業績をあげていること。  

※直近３年の業績(経常利益)も参考にします。 

② 新規事業などにより関西経済の発展、関西のイメージアップに貢献していること。 

または社会的活動を通じ、地域社会に貢献していることなど。 

 

２．表彰内容  

・大 賞・・・・表彰要件①に該当する、最も優れた企業、１件 

・特別賞・・・・表彰要件①または②に該当する優れた企業・団体・個人、２件以内 

・輝く女性賞・・表彰要件①または②に該当する活躍が著しい女性、または、 

女性の活躍を支援する企業・団体・個人、３件以内 

３．募集期間 

  ２０２６年８月１７日（月）～ ９月２５日（金） 

４．応募方法 

別紙の推薦用紙に必要事項をご記入のうえ、９月２５日(金)までに、 

下記宛先までメールにてご応募ください。 

※推薦用紙は、以下のホームページからダウンロードできます。  

（http://www.kankeiren.or.jp/project/cat62/） 

 

【応募先】メール：zaisemishou@kankeiren.or.jp 

５．受賞者の発表・贈呈式 

厳正なる選考の上、受賞者には事務局よりご連絡いたします。 

  受賞者は、２０２７年２月開催予定の第 65 回関西財界セミナーの中で発表、表彰し

ます。 
 
 
お問い合わせ先 
メール：zaisemishou@kankeiren.or.jp 
(一社)関西経済同友会 企画調査部 木津     TEL：０６－６４４１－１０３１ 

(公社)関西経済連合会 総務部   坂田・細川 TEL：０６－６４４１－０１０１ 

以上 

 
推薦用紙の DL は 

こちらから 

http://www.kankeiren.or.jp/project/cat62/


■推薦ポイント ※可能な範囲でご記入ください。

独自性・革新性、活動成果・影響 （箇条書き、200文字以内）
（例： ＜独自性･革新性＞日本・世界初の取り組み・ビジネスモデル、従来と異なる手法に挑戦、

本業を生かし新たに○○の分野に進出、○○（技術・商品）は日本唯一 など
＜活動成果･影響＞○年連続で収益増、約○％（国内○位）のシェア、○億円の経済効果があった、

施設において○人を集客 など）
※概ね直近３年間でのご活躍内容をご記入ください。

推薦する企業･団体･個人名

推薦する事業･活動名

○ご記載にあたっての補足

•図･表･写真･イラスト等を貼付いただい
ても構いません

•フォントサイズは12以上で記入ください

「関西財界セミナー賞２０２７」応募・推薦用紙
募集期間 ２０２６年８月1７日(月)～９月2５日(金)

関西への貢献 （箇条書き、100文字以内）
（例：地域の課題解決への取り組み、地域の雇用創出に貢献、住民交流の場の提供、地域振興活動の実施 など）

■推薦者コメント（直近1年のトピックス、応募への意気込みなど、ご自由に記入ください）

女性の活躍 （箇条書き、100文字以内）
（例：○○年経営者として活躍、女性初となる○○、女性ならではの視点を生かした事業の実施および商品の開発、

働く女性を支援する○○制度を整備し、育児休業取得率、復職率○％を達成 など）

※ あてはまる種別に○印を記入ください： 【 】自薦 ／ 【 】他薦



◼企業概況（連結決算の場合は、連結ベースでご記入ください。）

本社所在地
※市区町村不要
記載例：大阪 創業年 年

※記載例：
1985年

資本金 円
※記載例：
1億5000万円 従業員数 名

※記載例：
300名

最近の業績

お分かりになる範囲で結構ですので、最大３か年分ご記載願います。
選考時の参考にいたします。
記入例）

ホームページ
アドレス

売上高 1600億円 1824億円 2466億円

経常利益 43億円 50億円 46億円

時期 2023年3月時点 2024年3月時点 2025年3月時点

ご所属・役職名

お名前

電話

E-mail

住所
〒

◼ご推薦者の連絡先

部署（役職）

ご担当者

電話

E-mail

住所
〒

◼以下、他薦の場合はご記入ください

推薦企業・団体・個人の連絡先 ※ご存知の場合に記入いただければ幸いです

「関西財界セミナー賞2027」事務局へメールでお送りくださいますようお願いいたします。

メールアドレス zaisemishou@kankeiren.or.jp

推薦企業･団体･個人へご推薦者名をお知らせしてよろしいですか

【 】可 ／ 【 】不可（いずれかに○印を記入ください）

売上高 円 円 円

経常利益 円 円 円

時期



大阪市高速電気軌道株式会社

アドベンチャーワールド クオリプス株式会社株式会社小田垣商店

＜受賞理由＞
　2025年大阪・関西万博開催期間中、世界でも類を見ない高密度長時間運行を継続し、バ
スとあわせて来場者輸送の大半を担った。自動運転バスなどの実証も進め、閉幕後も森之宮
新駅整備を通じ、大阪の東西軸形成に貢献している。

＜受賞コメント＞　河井 英明　代表取締役社長
　万博期間中には 2,900 万人以上が来場し、当社はその 85％の輸送を担った。中央線の輸
送力増強により、夢洲駅の累計利用者は 4,000 万人に達した。皆さまのご支援により成し
遂げることができた。深く感謝申し上げる。万博で得た経験と技術をレガシーとして継承し、
今後は都市型MaaS 構想に向けて尽力していきたい。

＜受賞理由＞
　中国との共同研究で 17 頭のジャイ
アントパンダの繁殖・飼育に成功。中
国以外では世界最多の成果を上げてい
る。こうした取り組みが全国のファン
を引きつけ、関西・和歌山の魅力向上
に大きく貢献した。
　

＜受賞コメント＞
山本 雅史　株式会社アワーズ 代表取締役社長
　｢いのちをつなぎ、いのちの美しさに
気づく場所｣ をテーマに、48年間さま
ざまな物語を紡いできた。動物との触
れ合いが減っている今こそ、命につい
て考える機会をより多く届け、生きる
ことや命の尊さを感じられる社会を作
りたい。楽しさのなかに学びや気づき
がある当パークを、家族や大切な方と
ぜひ訪れていただきたい。

＜受賞理由＞
　ヒト iPS細胞由来心筋細胞シートを用
いた再生医療技術の開発・事業化を進
め、大阪・関西万博では iPS 心臓を展示
して未来の医療を紹介した。独自技術
で難病治療に希望をもたらすとともに、
医療イノベーション拠点としての関西
の存在感向上に大きく貢献している。

＜受賞コメント＞
草薙 尊之　代表取締役社長
　現在、重症心不全患者向けのヒト iPS
細胞由来心筋細胞シートを厚生労働省
に承認申請中で、承認されれば世界初
の医療用製品となる可能性がある。万
博では多くの方に医療の未来を体感い
ただいたが、これを契機にバイオベン
チャーの集積拠点づくりや創薬系ス
タートアップとの連携を進め、産業基
盤の構築をめざしたい。

＜受賞理由＞
　享保 19（1734）年の創業以来、一
貫して黒豆事業を展開し、地域の生産
者と協力して黒豆文化の発展に貢献。
国登録有形文化財である自店舗の宿泊
棟への改修や、外部人材の活用・新た
な商品開発等にも取り組み、地域の活
性化と魅力発信に大きく貢献している。

＜受賞コメント＞
小田垣 昇　代表取締役社長
　創業以来生産者や地域に支えられ、
丹波黒豆の専業として丹波黒の文化を
守り、受け継いできた。コロナ禍に受
け入れた企業からの出向者に知見を得
て、新たな地域活性化にも挑戦してい
る。今後も丹波黒を通じて、若者の雇
用創出や地域文化を次世代につなぐ取
り組みを継続していきたい。

関西財界セミナー賞 2026
関西財界セミナー賞は、関西において、強い競争力や優れたビジネスモデルを持ち、その独自性を生かして
関西の活性化に貢献している企業・団体・個人を表彰している。

大賞

特別賞
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株式会社 With Midwife　代表取締役　岸畑 聖月 氏

＜受賞理由＞
　助産師として病院に勤務する傍ら、専門知識を生かし、契約企業の従業員やその家族が健康・育児・
介護などに関して 24時間 365 日・匿名で、オンライン相談できる新たなサービスを創出。家庭と
仕事の両立支援の新たな形として、企業の成長と社会課題の解決に大きく貢献している。
＜受賞コメント＞
　助産師の専門性に加え、人事・労務やキャリア支援の知識を身につけた「ウェルネスコーディネー
ター」を育成し、企業の従業員とその家族に個別に寄り添い、健康・育児・不妊・メンタル不調など
医療に至る前段階で支えが必要な相談に対応している。今後も多くの女性が自分らしく輝けるよう支
援していきたい。

トレジェムバイオファーマ株式会社　代表取締役社長　喜早 ほのか 氏

＜受賞理由＞
　先天性無歯症の治療をめざし、独自抗体による世界初の「歯が生える薬」の開発に挑戦。2025年
の希少疾病用医薬品指定により開発の加速が期待されるとともに、将来的には永久歯を失った人々や
オーラルフレイルの改善への貢献も期待される。
＜受賞コメント＞
　京都大学発の創薬スタートアップとして 2020 年に設立した。順調に進めば、今年中にも患者を
対象とした次段階の臨床試験に移行できる見通しである。臨床現場では、葛藤を抱えつつ一日も早く
患者に治療を届けたいとの思いで研究開発を進めてきた。より多くの患者に笑顔を届けられるよう、
今後も成長を続けていきたい。

一般社団法人暮らしの学校農楽　代表理事　木村 尚子 氏

＜受賞理由＞
　生まれつきの障がいや対人関係の不調などにより社会参加が困難な人々を受け入れ、農業を通じて
自立を支援。利用者の多くが引きこもり状態を脱している。過疎化が進む豊岡地域に若年層の流入を
促し、地域活性化と農業振興にも貢献している。
＜受賞コメント＞
　私たちは兵庫県豊岡市で、社会への出づらさを抱える方々とともに農作業に取り組み、生きる力を
育んできた。農楽は働く場・生活訓練の場であるとともに、将来の地域の担い手を育む場でもある。
こうした取り組みは全国各地にも広がっており、社会の認知度がより高まることを願っている。

株式会社 Stroly　代表取締役社長　髙橋 真知 氏

＜受賞理由＞
　位置情報と連動したイラスト地図のプラットフォームを提供し、観光地の魅力発信や人流データ分
析を支援。13,000 以上のデジタル地図を基盤に国際展開を進め、DXを通じた観光振興の新たな可
能性を切り開いている。
＜受賞コメント＞
　Stroly は「Stroll（そぞろ歩き）」と「Story」が由来で、地域を歩きながら物語を感じられるイラ
スト地図を提供している。最短ルートを示すだけでなく、地域の魅力をデザインし、位置情報と人流
データを活用して観光対策にも寄与している。今後もデザインと技術、人流分析を組み合わせ、地域
に寄り添うサービスづくりを進めていく。

西垣靴下株式会社

＜受賞理由＞
　複数の特許技術を生かした高機能靴下を製造・販売。新ブランド「アシゴト」では女性社員が中心
となって企画を実践。国産靴下の主要産地である奈良県で企画から販売まで一貫体制を構築し、地域
の産業振興と経済発展に貢献している。
＜受賞コメント＞　西垣 和俊　代表取締役社長
　｢靴下で暮らしが変わる」をコンセプトに商品づくりを進めており、今回の受賞は、社員一人ひと
りの努力の賜物である。日本有数の靴下産地である奈良で技術を継承していくため、働きやすさと働
きがいを両立させ、だれもが輝ける職場づくりに努めている。これからも暮らしをより楽に、より楽
しくする靴下を届けていきたい。

輝く
女性賞
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